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本研究は，廃棄物の資源化を図るべく，下水

汚泥を電解処理により改質し，下水臭気の脱臭

材としての利用の構築を目的としている．なお，

既往の lab 実験における標準臭気を用いた脱臭

実験より，電解処理した下水汚泥（以後，電解

汚泥と称す）は，物理・化学的吸着，また長期

的には菌体による臭気分解を有するといえる． 

そこで，lab 実験に比し，湿度・温度等，外

部検討要因が多数あり，厳しい環境下にある実

際の下水臭気発生現場（下水汚泥コンポスト工

場）において，スケールアップを図り，電解汚

泥を用いた臭気除去の実証試験を行った． 

２２２２．．．．実験条件及実験条件及実験条件及実験条件及びびびび方法方法方法方法 

２２２２．．．．１１１１現場概要現場概要現場概要現場概要及及及及びびびび発生臭気発生臭気発生臭気発生臭気 

 実証試験は，G 県にある下水汚泥コンポスト

工場（写真-1）で行った．なお，この工場は，

好気性発酵によりコンポストを行っており，こ

の過程で発生する臭気は多種類ある．特に，

NH3（アンモニア），R・NH2（アミン類）の発

生濃度が高い．本実験では，測定対象臭気を代

表的下水臭気でもある NH3，(CH3)3N（トリメ

チルアミン）に限定し行った．なお，H2S（硫

化水素），CH3SH（メチルメルカプタン）につ

いても測定を行ったが検知されなかった．表-1

に各臭気の原臭気濃度を示す． 

２２２２．．．．２２２２実験実験実験実験条件及条件及条件及条件及びびびび方法方法方法方法 

 使用試料はＮ市下水処理場から採取した余剰

汚泥を電解処理し，安定した脱臭性能を有する

含水率 80％に圧縮脱水したものを用いた． 

 図-1 に現場実証試験装置図を示す．測定方法

は，コンポスト過程から発生した原臭気をポン

プで吸引し，試料の入った脱臭槽内を連続通過

させ，この残存濃度を測定した．なお，臭気接

触時間は，既往の実験より最適値である 60 秒

とし，この値に必要な風量，試料高さを設定し

た．実験条件を表-2 に示す．また，原臭気は湿

度・温度共に高く，試料性状に影響を及ぼす恐

れがあるため，ポンプ前に湿度調節装置，脱臭

槽導入前に温度調節装置を設置した． 
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原臭気濃度（ppm）

NH3 100～180

(CH3)3N 180～300

CH3SH ND

H2S ND  

 

表-1 各臭気の原臭気濃度 

写真-1 コンポスト工場 
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３３３３．．．．実験結果及実験結果及実験結果及実験結果及びびびび検討検討検討検討 

 図-2 に残存濃度経時変化，図-3 に pH 経時変

化を示す．図-2 より，NH3 ，(CH3)3N の各原

臭気濃度 130ppm ，300ppm に対し，実験開始

初期段階，それぞれ 2.5ppm ，5ppm 付近まで

瞬間的に脱臭された．その後，約 20 時間まで

両臭気共に 98％以上の除去率で安定した脱臭

性能が継続されたが，この付近から徐々に残存

濃度の上昇が見られ，約 45 時間後にはそれぞ

れ 60ppm，140ppm となった．この値を検討す

ると，実験開始初期段階から約 20 時間までの

脱臭性能は，吸着作用によるものといえ，その

後の残存濃度の上昇は吸着が飽和状態に達した

ものと考えられる．また pH の経時変化も，実

験初期段階から徐々に上昇する傾向を示した．  

前記した通り，電解汚泥を用いた脱臭性能は，

吸着作用と菌体による臭気分解によるものとい

え，通常，初期段階の瞬間的な脱臭後，菌体の

馴致期間といえる緩慢な残存濃度及び pH の低

下が見られるが，今回はそれが確認されなかっ

た．この理由として，原臭気濃度が高すぎたた

め，pH が上昇し，臭気分解に適応する菌体の

馴致前に，菌体が崩壊したものと考えられる． 

４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ    

 本実験から，電解汚泥は，厳しい環境下であ

る下水臭気発生現場に対し，初期段階では吸着

作用といえる脱臭性能を有することが確認され

た．しかし，原臭気濃度が高濃度であったため，

臭気分解に適する菌体の馴致が行われず，吸着

の飽和と同時に脱臭性能の低下が起きた． 

今後は，この検討を踏まえ，初期段階では低

濃度の臭気を用いて馴致を行い，徐々に高濃度

に移行しながら同実験を行う予定である． 
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図-1 現場実証試験装置図 

臭気接触時間 (sec) 60

脱臭槽内径 (cm) 15

風速 (cm/sec) 0.35

風量 (cm3/sec) 62

試料高さ (cm) 21  

表-2 実験条件 
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図-2 残存濃度経時変化 
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